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【はじめに】 

近年、日本を訪れる外国人や在留外国人の増加に伴い、異文

化を考慮した看護を提供しなければならない場面が多くみられ

るようになった。また2008年から経済連携協定により外国人

看護師の受け入れが開始になったことで、締結前に比べ日本で

外国出身の看護師と働く可能性をより意識する必要がある。こ

のような状況から外国人や彼らの背景にある異文化を理解する

ことが求められ、国内でも国際的な視野を持って看護を実践す

ることが求められつつある。 

本学看護学科では、国際看護の授業において、異文化を背景

にもつ人々を理解するための学習として、外国人との交流を取

り入れた授業を実施しているため、その授業の取り組みの一つ

について報告をする。 

【方法】 

授業は2022年6月15日の第6回目 国際看護学（1単位）で

実施し、日本人教員およびインドネシア人外国人看護師（以下

外国人講師）で担当する。授業対象者は看護学科3年生112名

である。 

この授業では日本で働く外国人看護師の抱える問題や就労時

の留意点を知るとともに、日本の外国人患者受入れの現状を把

握すること、また異文化を背景にもつ人々への理解を深め、文

化的背景の相違に配慮した看護を考えることができることを目

的とした。授業構成は、1)外国人看護師との就労、2)日本での

外国人患者受入れの現状、3)外国人看護師の話、4)外国人への

インタビューおよびグループワークとし、講義と交流をはかる

形式で行う。また、事前学習として、関心のあるインドネシア

の文化および日本に在住している外国人看護師の現状について

学習し、予備知識をはかる。 

倫理的配慮として、授業を受講した学生個人が特定されない

ように記述内容に配慮をする。 

【結果】 

授業は、外国人講師がEPAを活用して渡日したことやインド

ネシア出身であるため、インドネシアの事例紹介や体験談も交

えながら実施した。 

１．日本で就労する外国人看護師 

 外国人が日本で看護職として就労するための要件や経済連携

協定で来日した外国人看護師の現状、外国人との働き方の価値

観の違いついて講義する。日本との看護教育の相違点や看護師

の役割の違い、外国での就労には語学の壁があること、また、

多くの日本人のサポートが必要であることを伝える。 

２．在留外国人の健康問題 

外国人の特徴的な健康問題として、気候や社会・文化的な環

境変化により健康問題が発生すること、コミュニケーションや

保険システムの問題により病院へのアクセスを困難にさせるこ

とを学び、外国人患者受け入れに関する日本の取り組みについ

て講義する。また列島地域からなるインドネシアの医療の地域

格差や保健医療システム、熱帯地域の特徴的疾患、伝統的なケ

アなど、インドネシアの事例を用いて日本との比較をしながら

健康問題について考える機会を作る。 

３．異文化への理解 

異文化については、コミュニケーション・食・宗教・ライフ

スタイルの儀式・家族観などを中心に、画像を用いてインドネ

シア文化を紹介する。特に宗教については、インドネシア人の

多くがイスラム教で、ハラルフードや断食、拝礼・ムスリム男

児の割礼の慣習など、日本にはない宗教文化と価値観について

説明をする。また結婚に関する価値観については、親族間の長

老者の意見が重視されるなど、家族のあり方についても日本と

は差異があることを伝える。 

４．外国人講師との交流 

 外国人講師へのインタビューは、課題についてグループワー

ク中の学生に対し、外国人講師が友好的に接し行われた。この

ことは会話をしやすい環境を作り、学生が事前学習した内容を

容易に質問でき、積極的に交流を図る場面へとつながった。ま

たインドネシアの食材や薬剤、民族衣装などインドネシア文化

に直接触れる機会を作ったことも学生が能動的に学ぶ姿勢につ

ながった。時間的な関係で全ての学生が十分な交流が図れてい

たとはいえないが、外国人と距離を縮めた交流は、異文化への

関心を高めたようである。 

【まとめ】 

外国人との交流や外国に訪問歴のない学生が多い中、実際の

交流や事例を用いた講義を行ったことで、外国人の特性や異文

化について知る機会となり、印象付ける授業になった。異文化

をもつ人々を理解するための入口として、この授業は意義ある

ものであったと考える。今後も文化的背景を考慮した看護、外

国人への個々にそったケア、異文化看護につながる授業への取

り組みを続けていきたい。 

Journal of Japanese Society for International Nursing Vol.6 No.1 2022

37


